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《
寄
稿
》 

川
越
キ
ャ
ン
パ
ス
の
今
昔
と 

思
い
出
の
キ
ャ
ン
パ
ス
初
め
て
物
語
⑶ 

  
 
 
 

 
 

副
支
部
長 

黒
井 

登
起
雄 

 
 
 
 

 
 

（
昭
和
46
年
院
修
土
木
） 

 

【
プ
ロ
ロ
ー
グ
】 

思
い
出
の
キ
ャ
ン
パ
ス
初
め
て
物
語
⑴
、
⑵

に
続
い
て
第
3
段
の
東
洋
大
学
「
硬
式
庭
球
部

の
始
ま
り
」
を
当
時
の
「
部
報
」（
写
真-

1
）

を
基
に
思
い
出
し
て
ま
と
め
、
東
洋
大
学
硬
式

庭
球
部
＆
テ
ニ
ス
部
の
歴
史
を
振
り
返
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

【
東
洋
大
学
の
『
硬
式
庭
球
部
の
始
ま
り
』】 

昭
和
40
年
創

刊
の
「
部
報
」

（
創
刊
号
）
に

よ
れ
ば
（
写
真-

参
照
2
）、
東

洋
大
学
の
庭
球

部
は
、
昭
和
36
（1

9
6
1

）
年
の
『
硬
式
・
軟
式

庭
球
同
好
会
』
発
足
か
ら
歩
み
始
め
、
現
在
の

理
工
学
部
体
育
連
盟
の
硬
式
庭
球
部
（
川
越
キ

ャ
ン
パ
ス
）
お
よ
び
白
山
体
育
連
盟
の
テ
ニ
ス

部
（
朝
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
）
へ
と
繋
が
っ
て
い
る

こ
と
が
判
り
ま
す
。 

写
真-

2.1
～
2.3
は
、「
部
報
」
創
刊
号
の
庭
球

部
の
誕
生
の
経
緯
が
読
み
取
れ
る
草
創
期
の
歴

代
主
将
3
名
の
記
述
内
容
で
す
。
荒
川
脩
司
氏

（
昭
和
40
年
機
械
）
は
、『
硬
式
庭
球
部
五
年

の
歩
み
』（
写
真-

2.1
）
を
、
渡
辺
伊
佐
夫
氏

（
昭
和
40
年
応
化
）
は
、『
創
立
時
の
思
い

で
』（
写
真-

2.2
）
を
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
更
に
、
昭
和
39
年
の
主
将
で
あ

っ
た
仁
科
健
治
氏
（
昭
和
41
年
機

械
）
の
前
年
度
か
ら
の
部
活
動
の
報

告
（
写
真-

2.3
）
か
ら
は
、
よ
り
具

体
的
に
活
動
の
時
系
列
が
読
み
取
れ

ま
す
。
資
料
に
よ
れ
ば
、
昭
和
36
年

の
工
学
部
開
設
時
か
ら
、「
工
学
部

体
育
連
盟
」「
体
育
会
川
越
支
部
」

な
ど
が
組
織
化
さ
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、（
硬

軟
庭
球
）
テ
ニ
ス
な
ど
の
同
好
会
が

発
足
し
、
同
好
会
の
学
内
に
お
け
る

立
ち
位
置
な
ど
が
模
索
さ
れ
て
い
た

模
様
で
す
。
工
学
部
の
「
硬
式
庭
球

部
」
は
、
昭
和
37
（1

9
6
2

）
年
に
、

「
硬
式
・
軟
式
庭
球
同
好
会
」
の
分

離
に
よ
る
ク
ラ
ブ
運
営
の
合
理
化
と

技
術
強
化
を
目
指
し
て
独
立
し
、
硬

式
テ
ニ
ス
の
大
学
代
表
と
な
っ
て
い

ま
す
（
硬
式
庭
球
部
の
誕
生
で
あ

り
、
部
長
に
大
越 

諄
工
学
部
長
を
迎
え

た
）。
硬
式
庭
球
部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
当

時
の
練
習
環
境
は
、「
コ
ー
ト
と
は
名
ば
か

り
で
、
砂
漠
に
草
が
生
え
た
様
な
も
の
で
、

風
が
吹
く
と
土
煙
が
舞
上
り
、
バ
ウ
ン
ド
も

不
規
則
で
正
常
な
テ
ニ
ス
が
状
態
で
あ
っ

た
」「
仕
舞
い
に
は
・
・
・
・
・
・
コ
ー
ト

に
愛
想
を
尽
か
し
て
遊
牧
民
よ
ろ
し
く
方
々

の
コ
ー
ト
を
点
々
と
し
て
練
習
し
た
」
と
記

載
さ
れ
、
非
常
に
厳
し
か
っ
た
こ
と
が
推
察

さ
れ
ま
す
。
昭
和
38
年
に
漸
く
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
設
置
の
コ
ー
ト
一
面
が
工
学
部
専
用
に

な
っ
て
い
ま
す
（
そ
の
後
、
工
学
部
専
用
コ

 

こ
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
」《
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
電
子
版
》
は
、
校
友
会
埼
玉

県
東
部
支
部
の
最
新
の
活
動
状
況
、

企
画
案
内
、
会
員
の
動
向
な
ど
の
情

報
を
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
年
数
回
、

不
定
期
で
お
届
け
す
る
も
の
で
す
。 

 

速
報
内
容
は
、
支
部
役
員
お
よ
び

会
員
の
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
情
報
を

写
真
と
と
も
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
版
は
、
画
像
電

子
版
と
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
東
洋
大
学
校
友
会
HP
の
支
部
ブ

ロ
グ
に
も
掲
載
す
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
支
部
のE

-M
ail

登
録

会
員
の
皆
様
に
も
配
信
し
ま
す
。
奮

っ
て
お
読
み
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

  
 

 

支
部
広
報
担
当
（
副
支
部
長
） 

黒
井 

登
起
雄 
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ー
ト
の
増
設
運
動
が
開
始
さ
れ
、
昭
和

39
年
に
、
も
う
一
面
の
コ
ー
ト
増
設
が

決
定
し
ま
し
た
）。
私
が
在
籍
の
時
（
昭

和
40
年
）
に
は
、
二
面
の
コ
ー
ト
が
使

え
る
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在

（
平
成
29
年
）
で
は
、
写
真-

4
の
よ
う

に
、
照
明
付
き
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
整

っ
て
い
ま
す
（
令
和
3
年
3
月
に
、
砂

入
り
人
工
芝
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修

が
完
成
）。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
白
山
キ

ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
も
、
部
員
勧
誘
を

行
い
（
昭
和
44
年
卒
業
の
平
氏
、
山
村

氏
、
須
山
氏
）、
昭
和
40
（1

9
6

5

）
年
9

月
頃
？
に
数
名
に
よ
っ
て
テ
ニ
ス
愛
好
会

が
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和
46
年
に
テ
ニ
ス
同

好
会
に
昇
格
し
ま
し
た
（
写
真-

3
の
表

に
示
す
よ
う
に
、
現
在
の
白
山
体
育
会
の

テ
ニ
ス
部
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
）。 

草
創
期
に
お
け
る
硬
式
庭
球
部
は
、
昭
和
38

（1
9

6
3

）
年
7
月
に
関
東
学
生
庭
球
連
盟
に
加

盟
、
同
年
10
月
に
埼
玉
県
庭
球
協
会
に
加
盟
、

翌
年
の
39
（1

9
6
4

）
年
3
月
に
関
東
理
工
科
系

庭
球
連
盟
（
通
称
、
理
工
連
）
に
加
盟
と
、
大

学
代
表
の
テ
ニ
ス
部
と
し
て
の
対
外
試
合
環
境

の
地
歩
固
め
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
（
写
真-

3
）。
一
方
、
硬
式
テ
ニ
ス
技
術
強
化
の
取
組

み
も
、
創
部
当
初
か
ら
春
期
の
強
化
練
習
（
工

学
部
コ
ー
ト
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
夏

期
の
技
術
強
化
は
、
昭
和
38
年
7
月
に
初
め
て

の
合
宿
が
静
岡
市
・
静
岡
銀
行
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

で
、
続
い
て
、
昭
和
39
年
3
月
に
第
1
回
春
期

合
宿
が
、
慶
応
大
学
の
4
名
の
コ
ー
チ
を
迎
え

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
写
真-

2.2
、
2.3
参
照
）。

ま
た
、
昭
和
41
年
に
は
、
創
部
以
来
最
大
の
41

名
の
部
員
に
よ
る
本
格
的
な
夏
期
合
宿
が
山
中

湖
村
平
野
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
合
宿
（
宿
泊
：
平
野
の
白
銀
荘
or
東
照
館

と
思
い
ま
す
が
？
）
に
は
、
当
時
2
年
生
の
私

も
参
加
い
た
し
ま
し
た
が
、
連
日
の
雨
で
、
コ

ー
ト
整
備
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
続
き
で
大
変
で
し

た
（
写
真-

5
）。
夏
期
の
山
中
湖
合
宿
（
工
学

部
・
白
山
合
同
、
参
加
者
81
名
）
は
、
昭
和
46

（1
9

7
1

）
年
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

も
、
合
宿
場
所
な
ど
を
変
え
て
強
化
が
図
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

【
エ
ピ
ロ
ー
グ
】 

理
工
学
部
硬
式
庭
球
部
と
、
白
山
テ
ニ
ス

部
の
始
ま
り
と
草
創
期
の
活
動
を
創
刊
号
か

ら
第
8
号
の
「
部
報
」
を
参
考
に
し
て
綴
っ

て
み
ま
し
た
。
草
創
期
の
東
洋
大
学
庭
球
部

の
歩
み
（
歴
史
）
を
辿
っ
て
み
ま
し
た
が
、

既
に
、
半
世
紀
以
上
（
56
年
）
の
時
間
が
経

過
し
て
お
り
、
思
い
出
せ
な
い
も
の
も
多
く

あ
り
、「
部
報
」
と
云
う
記
録
は
本
稿
を
ま

と
め
る
の
に
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、「
彩
の
国
さ
い
た
ま
（
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
電
子
版
）」
に
ま
と
め
た
、
⑴
川
越

キ
ャ
ン
パ
ス
の
今
昔
と
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学

生
生
活
、
⑵
土
木
工
学
科
に
お
け
る
「
土
木

会
」「
土
木
同
窓
会
」
の
始
ま
り
、
⑶
東
洋

大
学
の
「
硬
式
庭
球
部
」
の
始
ま
り
な
ど

「
思
い
出
の
キ
ャ
ン
パ
ス
初
め
て
物
語
」

が
後
輩
、
在
学
生
へ
の
有
意
義
な
情
報
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

写真-2.3 硬式庭球部「部報」、創刊号（昭和 40 年）その 3  

写真-3 硬式庭球部の発足と草創期の活動の歴史 

 

 写真-4 理工学部テニスコート（2018年 8 月撮影） 
    令和 3（2021）年 3 月に人工芝コートへの改修工

事終了・4月竣工 

 
写真-5 硬式庭球部「部報」、第 2号（昭和 41年） 


